レオナルド・ダ・ヴィンチ　－天才の挑戦
江戸東京博物館（両国）　2016.01.16〜04.10
　イタリア生まれの「レオナルド・ダ・ヴィンチ」（1452〜1519）は、フィレンツェで修業した後、各地で活躍して晩年はフランス国王の宮廷に招かれて多くの画家に多大な影響を与えている。画伯は、「万能人」として解剖学、地質学、水力学等に関心を示し、絵画・彫刻だけでなく舞台装置の設計にも携わっている。
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≪糸巻きの聖母≫（部分）1501年頃　油彩・板　（本邦初公開　写真）
　円熟期の傑作とされるこの小さな絵画（48.3x36.8cm）に描かれているのは、幼いキリストが手に持つ紡錘体の持物である。絵画を依頼したフランス王の秘書官が、注文した絵を催促するために代理人を派遣したが、画家は数学ばかりしていて“絵画に嫌気がさしているようだ”と悲観的な報告書が返ってくる。その折に、この書状に登場する作品を画伯が手掛けたものであるが、下絵をもとにして弟子たちが各自で描いたものであるとの説があるようである。
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≪鳥の飛翔に関する手稿≫
（第10紙葉裏・第11紙葉表）
1505年　紙・ペン
　この小冊子（全36頁）は、1505年に集中して書かれた直筆で、“鳥の動きと構造を分析し、人間が飛ぶためにはどうすればよいかを考察している。”
　
作品では、人並み外れた鋭い観察眼で“鳥がどのような体勢をとることで、落下せず飛び続けられるかを様々なパターンで細かく言及している。”
この大作を描くかたわら、フィレンツェ近郊の丘から実際に飛ぶ実験を行ったが、残念ながら結果は芳しいものではなくて空を飛ぶ夢は実現しなかった。
